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1

NetVault Backup Plug-in for DB2 －    

はじめに

• NetVault Backup Plug-in for DB2 ： 概要

• 主な利点

• 機能概要

• 対象ユーザー

• 参考資料

NetVault Backup Plug-in for DB2 ： 概要
Quest® NetVault® Backup Plug-in for DB2 （Plug-in for DB2） は、 DB2 データベースのリ カバリ可能性に対する

信頼性を高め、 複雑なスク リ プ ト を作成する必要をな く し ます。 本プ ラグイ ンでは、 Web ベースのユーザー ・

イ ン ターフ ェ イス （WebUI） と自動化されたワーク フ ロー ・ プロセスを使用し て、 一元的に DB2 データベース

のバッ クア ッ プおよびリ ス ト ア ・ ポリ シーを確立、 設定、 定義できます。 オン ラ イ ンおよびオフ ラ イ ン ・ バッ ク
ア ッ プのサポー ト によ り、 DB2 について習熟し ていな く ても目的のバッ クア ッ プ方法を柔軟に選択する こ とが

できます。 本プ ラグイ ンではきめ細かい制御が可能で、 データベース全体、 個別のテーブルスペース、 または個
別のログフ ァ イルをバッ クア ッ プおよびリ ス ト アできるため、 ダウン タ イムを 小限に抑えられます。 幅広い
バッ クア ッ プ ・ デバイスが統合されるため、 データの保護およびオフサイ ト への保存によ って障害復旧および業
務継続性の目標が満た される とい う安心感を得る こ とができます。

主な利点
• 柔軟なバッ クア ッ プおよびリ カバリ ・ オプシ ョ ンによる リ スクの軽減 ： Plug-in for DB2 データベースは

バッ クア ッ プ ・ オペレーシ ョ ン中もオン ラ イ ン状態を維持し、 完全にアクセス可能なため、 ユーザーの
ダウン タ イムがあり ません。 多様な リ カバリ ・ シナ リ オに対応できる柔軟性を備えてお り、 DB2 データ

ベースの詳細を理解し ていな く ても、 適なバッ クア ッ プ方法を柔軟に選択する こ とが可能です。 本プ
ラグイ ンでは、 フル、 増分およびデルタ ・ バッ クア ッ プのオプシ ョ ンを提供するだけでな く 、 きめ細か
な リ カバリ をサポー ト し ます。 このオプシ ョ ンを使用し て、 データベース全体、 個別テーブルスペース
または個別アーカ イブ ・ ログを現在時刻または 終バッ クア ッ プ時刻まで リ カバリする こ とができます。
人的操作への依存を低減する こ とによ り高速な リ ス ト アが可能と な り、 再起動を必要とする構文エラー
の発生を回避する こ と で、 以降のダウン タ イムを抑えます。

• IT （情報技術） 効率性の 大化 ： NetVault Backup では複数のデータベースにまたがって配置されたス ト

レージ ・ リ ソースを管理する こ とができるため、 繰り返しの多い手動によるバッ クア ッ プ操作から開放
され、 ビジネスの継続性に不可欠な タ スクに集中する こ とができます。 経験の浅い担当者はルーチン的
な管理オプシ ョ ンを実行できるため、 DB2 の詳細について理解し ていな く ても包括的なバッ クア ッ プ ・

ポリ シーを作成する こ とができます。 本プ ラグイ ンのポイ ン ト アン ド ク リ ッ ク ・ オプシ ョ ンによ り、
バッ クア ッ プの定義やジ ョ ブのスケジュールなどのワーク フ ローを自動化し ます。

• ビジネスの継続性を確保 ： ビジネス上重要なアプ リ ケーシ ョ ンのデータ保護プ ラ ンでオフサイ ト ・ バッ
クア ッ プは重要です。 本プ ラグイ ンは幅広いバッ クア ッ プ ・ デバイス と NetVault Backup との統合を有効
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に活用し ます。 NetVault Backup では、 バッ クア ッ プの保存先と し て、 ほとんどの人気の高いバッ クア ッ

プ ・ デバイスを柔軟に選択する こ とができます。 バッ クア ッ プをオン ラ イ ンで仮想テープ ・ ラ イブ ラ リ
（VTL） に保存できます。 また、 そのジ ョ ブを複数の DB2 データベースや、 その他の専用データベースで

共有される物理テープ ・ ラ イブ ラ リ、 または一般的なバッ クア ッ プ ・ フ ァ イル用の物理テープ ・ ラ イブ
ラ リ にも複製できます。

機能概要
• オン ラ イ ンおよびオフ ラ イ ンによるバッ クア ッ プ ・ モー ド

• フル、 増分、 およびデルタ ・ バッ クア ッ プ

• テーブルスペース ・ レベルまで保護

• データベース全体、 個別テーブルスペース、 または個別アーカ イブ ・ ログのリ ス ト ア

• 現在時刻 （PIT） または 終バッ クア ッ プ時刻まで リ カバリ

• ポイ ン ト ・ アン ド ・ ク リ ッ ク WebUI

• ジ ョ ブのスケジューリ ング

• リ ス ト ア中のデータベースの名前 / パス名変更

• 代替サーバーへのリ ス ト ア

対象ユーザー
ルーチン的なバッ クア ッ プ ・ オペレーシ ョ ンの実行に高度なデータベース管理者 （DBA） のスキルは必要あ り ま

せん。 初期設定およびリ カバリ ・ オペレーシ ョ ンについては、 データベース管理経験が要求される場合があ り ま
す。

参考資料
以下のド キュ メ ン ト も利用可能です。

• QuestNetVault Backup イ ンス ト レーシ ョ ン ・ ガイ ド ： このガイ ド では、 NetVault Backup サーバーおよび

ク ラ イアン ト ・ ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール方法について詳し く 説明し ています。

• QuestNetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド ： このガイ ド では、 NetVault Backup の使用方法

と、 すべてのプ ラグイ ンで共通の機能について詳説し ます。

• QuestNetVault BackupCLI リ フ ァ レンス ・ ガイ ド ： このガイ ド では、 コマン ド ラ イ ン ・ ユーテ ィ リ テ ィ の

詳細な説明を提供し ます。

これらのガイ ドは、 https://support.quest.com/technical-documents からダウンロー ド できます。
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2

プ ラグイ ンのイ ンス ト ールと削除

• プ ラグイ ンのイ ンス ト ールまたはア ッ プグレー ド

• プ ラグイ ンの削除

プラグイ ンのイ ンス ト ールまたはア ッ プ
グレー ド

1 ［NetVault 設定ウ ィ ザー ド］ または ［ク ラ イアン ト 管理］ ページにアクセス し ます。

▪ ［NetVault 設定ウ ィ ザー ド］ ページにアクセスするには ：

a ［ナビゲーション］パネルで、［ガイド付き設定］をクリックします。

b ［NetVault設定ウィザード］ページで、［プラグインのインストール］をクリックします。

c 次のページで、利用可能なクライアントを選択します。

▪ ［ク ラ イアン ト 管理］ ページにアクセスするには ：

a ［ナビゲーション］パネルで、［クライアント管理］をクリックします。

b ［クライアント管理］ページで、DB2データベースがあるマシンを選択して、［管理］をク

リックします。

c ［クライアント表示］ページで、［プラグインのインストール］ボタン（ ）をクリックし

ます。

2 ［プ ラグイ ン ・ フ ァ イルの選択］ を ク リ ッ ク し て、 プ ラグイ ンの .npk イ ンス ト ール ・ フ ァ イルの場所

（イ ンス ト ール用 CD や、 Web サイ ト から フ ァ イルをダウンロー ド し たデ ィ レ ク ト リ など） へ移動し ま

す。

イ ンス ト ール CD では、 このソ フ ト ウ ェ アのデ ィ レ ク ト リ ・ パスはオペレーテ ィ ング ・ システムによ って

異な り ます。

3 「db2-x-x-x-x-x.npk」 とい う フ ァ イル （xxxxx はバージ ョ ン番号と プ ラ ッ ト フ ォームを表す） を選択し、

［開 く ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 イ ンス ト ールを開始するには、 [ プラグイ ンのイ ンス ト ール ] を ク リ ッ ク し ます。

プ ラグイ ンが正常にイ ンス ト ールされる と、 メ ッ セージが表示されます。

メ モ ： 選択されたク ラ イアン ト がすべて同じ タ イプの場合、 設定ウ ィ ザー ド を使用し て複数のク ラ
イアン ト に同時にプ ラグイ ンを イ ンス ト ールできます。 複数のク ラ イアン ト を選択する場合、 プ ラ
グイ ンのバイナリ ・ フ ァ イルがターゲッ ト ・ ク ラ イアン ト の OS と プラ ッ ト フ ォームと互換性があ

る こ と を確認する必要があり ます。 ［ク ラ イアン ト 管理］ ページでは、 プ ラグイ ンを イ ンス ト ール
する ク ラ イアン ト を 1 つのみ選択できます。

メ モ ： Plug-in for DB2 が 64 ビ ッ ト ・ バージ ョ ンの場合、 DB2 サーバー上の 32 ビ ッ ト および 64
ビ ッ ト のデータベース ・ イ ンス タ ンスのどち ら もサポー ト し ません。 この問題を解決するには、 既
存の 32bit データベース ・ イ ンス タ ンスを 64bit にア ッ プグレー ド または移行する必要があり ます。
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プラグイ ンの削除
1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ク ラ イアン ト 管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ク ラ イアン ト 管理］ ページで、 利用可能なク ラ イアン ト を選択し て、 ［管理］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［ク ラ イアン ト 表示］ ページの ［イ ンス ト ール済みソ フ ト ウ ェ ア］ テーブルで、 ［Plug-in for DB2］ を選

択し て ［プ ラグイ ンのアン イ ンス ト ール］ ボタ ン （ ） を ク リ ッ ク し ます。

4 ［確認］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［削除］ を ク リ ッ ク し ます。
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3

プ ラグイ ンの設定

• デフ ォル ト 設定の構成

• デフ ォル ト ・ ログイ ン ・ アカウン ト の設定

• データベースのアーカ イブ ・ ログ有効化

• TRACKMOD パラ メ ータの有効化

• 追加説明

デフ ォル ト 設定の構成
プ ラグイ ンでは、 バッ クア ッ プおよびリ ス ト ア ・ ジ ョ ブのデフ ォル ト ・ オプシ ョ ンを設定できます。 これらのオ
プシ ョ ンは、 ジ ョ ブご とに上書きできます。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し て、 次に ［セレ クシ ョ ン］ リ
ス ト の隣にある ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 セレ クシ ョ ン ・ ツ リー内で適切なク ラ イアン ト ・ ノ ー ド を開きます。

3 ［Plug-in for DB2］ を ク リ ッ ク し て、 コ ンテキス ト ・ メ ニューから ［設定］ を選択し ます。

4 ［DB2 イ ンス ト ール ・ デ ィ レ ク ト リ］ パラ メ ータ を入力し ます。

DB2 がデフ ォル ト ・ デ ィ レ ク ト リ内にイ ンス ト ールされている場合、 対応するパスがこのフ ィ ールド に

自動的に表示されます。 ソ フ ト ウ ェ アを異なる位置にイ ンス ト ールし た場合は、 正しいパスを入力し ま
す。

5 設定を保存するには、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

デフ ォル ト ・ ログイ ン ・ アカウン ト の設
定
Plug-in for DB2 デフ ォル ト ・ ログイ ン ・ アカウン ト を設定し てデータベース ・ イ ンス タ ンスに自動的に接続する

こ とができます。 デフ ォル ト ・ ログイ ン ・ アカウン ト を設定する こ と で、 イ ンス タ ンスへの接続が必要になる度
に詳細を入力する手間が省けます。 本プ ラグイ ンは、 ユーザー名と暗号化し たパスワー ド を設定フ ァ イルに保存
し ます。 デフ ォル ト ・ アカウン ト を設定する際、 ユーザー ・ アカウン ト またはパスワー ド を変更し ても既存の
ジ ョ ブ定義には影響をおよぼし ません。

DB2 イ ンス タ ンス用にデフ ォル ト ・ ログイ ン ・ アカウン ト を設定するには、 以下の手順に従います。

1 NetVault Backup サーバーの NetVault Backup WebUI の ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルから、 ［バッ クア ッ

プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。 .

2 ［選択］ リ ス ト の隣にある、 ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

3 選択ツ リーで、 プ ラグイ ンがイ ンス ト ールされている NetVault Backup ク ラ イアン ト を開きます。

4 プ ラグイ ンのリ ス ト で ［Plug-in for DB2］ を開 く と、 追加し た DB2 イ ンス タ ンスが表示されます。
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5 該当のイ ンス タ ンスを ク リ ッ ク し て、 コ ンテキス ト ・ メ ニューから ［デフ ォル ト ・ ログイ ンを設定］ を
選択し ます。

6 ［DB2 Default Login］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 以下の詳細を設定し ます。

▪ ［デフ ォル ト ・ アカウン ト 名］ ： DB2 イ ンス タ ンス管理者のアカウン ト 名を入力し ます。

▪ ［デフ ォル ト ・ パスワー ド］ ： 設定し たユーザー ・ アカウン ト 用のパスワー ド を入力し ます。

▪ ［デフ ォル ト ・ ログイ ンを使用］ ： ユーザー入力を待機せずにデータベースに自動接続する場合は
このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。

7 設定を保存するには、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

データベースのアーカ イブ ・ ログ有効化
循環ログ方法とは、 任意の新規 DB2 データベースのデフ ォル ト ・ ログ動作で、 これはフル、 オフ ラ イ ン ・ バッ

クア ッ プのみをサポー ト し ます。 オン ラ イ ン ・ バッ クア ッ プを実行するには、 データベースがアーカ イブ ・ ログ
用に設定されている必要があり ます。 このタ イプのロギングを使用する と、 ログ ・ フ ァ イルが保存され、 ロール
フ ォワー ド ・ リ カバリ用に利用可能にな り ます。 アーカ イブ ・ ログを有効化するには、 LOGRETAIN （DB2 9.1
以前でのみ利用可能） または LOGARCHMETH1 （DB2 9.5 以降でのみ利用可能） のいずれかの設定パラ メ ータ

を設定する こ とができます。

1 DB2 サーバーで ター ミ ナル ・ セ ッ シ ョ ンを開始し、 ...\SQLLIB\BIN デ ィ レ ク ト リ に移動し ます （“...” は

DB2 のイ ンス ト ール ・ パスを示し ます）。

2 DB2 コ マン ド ・ プロンプ ト にアクセス し、 以下のとお り タ イプ し ます。

DB2

3 利用可能なコマン ド を実行し ます。

▪ リ カバリ ・ モー ド に LOGRETAIN 設定パラ メ ータ を設定するには、 以下のとお り タ イプ し ます

（DB2 9.1 以前）。

updatedb cfg for < データベース名 > using logretain ON

このリカバリ・モードでは、アクティブ・ログ・ファイルが保存され、ロールフォワード・リカ
バリに利用可能なオンライン・アーカイブ・ログ・ファイルになります。このプロセスは、ロ
グ・リテンション・ロギングと呼ばれます。

▪ LOGRETAIN に LOGARCHMETH1 設定パラ メ ータ を設定するには、 以下のとお り タ イプ し ます

（DB2 9.5 以降）。

updatedb cfg for < データベース名 > using logarchmeth1 LOGRETAIN

このコマンドは、リカバリ・モードにLOGRETAIN設定パラメータを設定することに相当します。

これにより、アクティブ・ログと同じ位置にアーカイブ・ログが保存されます。

▪ DISK に LOGARCHMETH1 設定パラ メ ータ を設定するには、 以下のとお り タ イプ し ます。

updatedb cfg for < データベース名 > using logarchmeth1 DISK:< 完全パス >

このコマンドを使用すると、アーカイブ・ログが保存されている場所を指定することができます。
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TRACKMOD パラ メ ータの有効化
TRACKMOD 設定パラ メ ータ を有効化する と、 データベース ・ ページの更新を追跡および記録する こ とができま

す。 増分およびデルタ ・ バッ クア ッ プを有効化するには、 このパラ メ ータに 「YES」 を設定し ます。 SMS およ

び DMS テーブルスペースでは、 テーブルスペース ・ レベルまで追跡する こ とができます。 フ ラグは、 増分やデ

ルタ ・ バッ クア ッ プに含める必要のあるページがテーブルスペース内に含まれるかど うかを示し ます。 ページが
ひとつも見つからなければ、 バッ クア ッ プ操作は該当テーブルスペースをスキッ プ し ます。

1 DB2 サーバー上で ター ミ ナル ・ セ ッ シ ョ ンを開始し、 ...\SQLLIB\BIN デ ィ レ ク ト リ に移動し ます （「...」
は、 DB2 の完全なイ ンス ト ール ・ パスを表し ます）。

2 DB2 コ マン ド ・ プロンプ ト にアクセス し、 以下のとお り タ イプ し ます。

DB2

3 以下のコマン ド を入力し ます。

updatedb cfg for < データベース名 > using trackmod ON

追加説明
• テーブルの誤削除を防ぐため、 以下の例に示すよ う に削除禁止属性を設定する こ とができます。

createtable < テーブル名 > (< テーブル固有情報 >) in 
< ユーザー ・ スペース >with restrict on drop

– または –

altertable < テーブル名 > add restrict on drop

• 削除禁止属性を削除するには、 以下のコマン ド を使用し ます。

altertable < テーブル名 > drop restrict on drop

メ モ ： いったん TRACKMOD パラ メ ータ を有効にし たら、 増分または差分デルタ ・ バッ クア ッ プを開始す

る前にフル ・ バッ クア ッ プを実行し ます。 
 
このパラ メ ータ を有効にし た後にテーブルスペースを作成し た場合、 新規テーブルスペースを含むバッ ク
ア ッ プを実行し ます。 このと きデータベース ・ レベルまたはテーブルスペース ・ レベルのいずれによ って
もバッ クア ッ プを実行する こ とができます。
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4

データのバッ クア ッ プ

• 利用可能なバッ クア ッ プ ・ モー ド

• 使用可能なバッ クア ッ プ ・ タ イプ

• バッ クア ッ プ戦略の策定

• バッ クア ッ プの実行

利用可能なバッ クア ッ プ ・ モー ド
Plug-in for DB2 では、 以下のバッ クア ッ プ ・ モー ド を使用できます。

• オフ ラ イ ン ・ バッ クア ッ プ ： オフ ラ イ ン ・ バッ クア ッ プには、 データベースへの排他的接続が必要です。
このタ イプのバッ クア ッ プが進行中の場合、 ユーザーやアプ リ ケーシ ョ ンはデータベースに接続する こ
とはできません。

• オン ラ イ ン ・ バッ クア ッ プ ： オン ラ イ ン ・ バッ クア ッ プ方法では、 バッ クア ッ プが進行中でもユーザー
やアプ リ ケーシ ョ ンはデータベースへのアクセスや、 データの読み書きが可能です。 オン ラ イ ン ・ バッ
クア ッ プを実行するには、 データベースがアーカ イブ ・ ログ用に設定されている必要があ り ます。 詳し
く は、 データベースのアーカ イブ ・ ログ有効化を参照し て く だ さい。 オン ラ イ ン ・ バッ クア ッ プ中は、
すべてのデータベース ・ ト ラ ンザクシ ョ ンがログに記録されます。 バッ クア ッ プが完了する と、 データ
ベース ・ マネージャがアク テ ィ ブ ・ ログを閉じ てアーカ イブ し ます。 オン ラ イ ン ・ バッ クア ッ プのリ ス
ト ア実行後は、 データベースを一貫し た状態まで リ カバリするため、 ログをロール ・ フ ォワー ド する必
要があり ます。

使用可能なバッ クア ッ プ ・ タ イプ
Plug-in for DB2 では、 以下のバッ クア ッ プ ・ タ イプを使用できます。

• フル ・ バッ クア ッ プ ： フル ・ バッ クア ッ プには、 指定し たデータベースまたはテーブルスペース内のす
べてのデータが含まれます。 フル ・ バッ クア ッ プは、 以降の増分バッ クア ッ プやデルタ ・ バッ クア ッ プ
の基盤と し ての役割を果た し ます。

• ［増分バッ クア ッ プ］ ： 増分バッ クア ッ プには、 後のフル ・ バッ クア ッ プ以降の新規または変更された
すべてのデータが含まれます。 増分バッ クア ッ プでは、 前の増分またはデルタ ・ バッ クア ッ プでバッ ク
ア ッ プ されているデータ も繰り返しバッ クア ッ プ されます。 これらのバッ クア ッ プは、 非累積バッ ク
ア ッ プ と も呼ばれます。

• デルタ ・ バッ クア ッ プ ： デルタ ・ バッ クア ッ プ （または増分デルタ ・ バッ クア ッ プ） には、 指定し た
テーブルスペースの 後のフル、 増分またはデルタ ・ バッ クア ッ プ以降の新規または変更されたすべて
のデータが含まれます。 デルタ ・ バッ クア ッ プは、 小限のス ト レージ容量を消費するだけでな く 、 実
行も よ り高速です。 これらのバッ クア ッ プは、 非累積バッ クア ッ プ と も呼ばれます。
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バッ クア ッ プ戦略の策定
バッ クア ッ プ計画を策定し てお く と、 障害が発生し ても正常に リ カバリ を実行し、 素早 く 日常運用を再開する こ
とができます。 データのバッ クア ッ プの前に、 メ デ ィ ア障害、 データ損傷、 ユーザー ・ エラー、 データ ・ セン
ターの消失など、 さ まざまな障害 / 事態を想定し た計画を策定する必要があり ます。

使用を考慮するい く つかのバッ クア ッ プ ・ シーケンスのガイ ド ラ イ ンを、 以下のリ ス ト に示し ます。

• フル ・ バッ クア ッ プのみ ： 要件で前日までのデータ保護が保証されている場合、 フル ・ バッ クア ッ プを
毎日実行すれば十分です。 問題が発生し た場合、 プ ラグイ ンで実行する必要があるのは、 1 つのセーブ

セ ッ ト のリ ス ト アだけです。

• フル ・ バッ クア ッ プ と アーカ イブ ・ ログ ・ バッ クア ッ プ ： 要件で現在時刻までのデータ保護が保証され
ているが、 リ カバリ に時間がかかっても さほど問題ではない場合、 フル ・ バッ クア ッ プ と アーカ イブ ・
ログ ・ バッ クア ッ プを実行すれば十分です。 た と えば、 フル ・ バッ クア ッ プが毎週日曜日に実行可能で、
アーカ イブ ・ ログ ・ バッ クア ッ プが月曜日から土曜日まで毎日実行可能である と し ます。

この計画では、 プ ラグイ ンで、 後のフル ・ バッ クア ッ プから障害時点までの間に作成された各アーカ
イブ ・ ログのバッ クア ッ プを連続し て リ ス ト ア し、 適用する必要があ り ます。 この場合、 週が進むに
従って リ カバリ時間が長 く なる可能性があり ます。 リ ス ト ア時間を短縮するために、 増分またはデルタ ・
バッ クア ッ プを含める こ とができます。 これによ り、 リ ス ト アする必要のあるアーカ イブ ・ ログのバッ
クア ッ プの数は少な く な り ます。

• フル ・ バッ クア ッ プ と増分バッ クア ッ プ + アーカ イブ ・ ログ ・ バッ クア ッ プ ： 要件で現在時刻までの

データ保護が保証されているが、 できる限り早 く リ カバリ を完了する必要がある場合、 フル ・ バッ ク
ア ッ プ と増分バッ クア ッ プ と アーカ イブ ・ ログ ・ バッ クア ッ プを組み合わせて実行する と も っ と も効果
的です。 た と えば、 フル ・ バッ クア ッ プは毎週日曜日に、 増分バッ クア ッ プは月曜日から土曜日まで、
かつアーカ イブ ・ ログが 5-6 時間おきに実行可能である と し ます。 各増分バッ クア ッ プには、 後のフ

ル ・ バッ クア ッ プ以降に行われたすべての変更が含まれます。 また、 アーカ イブ ・ ログ ・ バッ クア ッ プ
には 後の増分バッ クア ッ プ以降の ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログが含まれます。 

この戦略では、 フル ・ バッ クア ッ プ、 後の増分バッ クア ッ プ、 および 後の増分バッ クア ッ プから障
害時点までの間のアーカ イブ ・ ログのバッ クア ッ プのみであるため、 リ カバリ時間は短 く な り ます。

• フル ・ バッ クア ッ プ とデルタ ・ バッ クア ッ プ と アーカ イブ ・ ログ ・ バッ クア ッ プ ： 要件で現時点までの
データ保護が保証されているが、 できる限り早 く バッ クア ッ プを完了する必要がある場合、 フル ・ バッ
クア ッ プ とデルタ ・ バッ クア ッ プ と アーカ イブ ・ ログ ・ バッ クア ッ プの実行が も理想的な戦略です。
た と えば、 フル ・ バッ クア ッ プが毎週日曜日、 デルタ ・ バッ クア ッ プが月曜日から土曜日、 アーカ イブ ・
ログ ・ バッ クア ッ プのバッ クア ッ プが 5-6 時間ご とに実行可能である と し ます。 各デルタ ・ バッ クア ッ プ

には、 後のフルまたはデルタ ・ バッ クア ッ プ以降に行われたすべての変更が含まれます。 また、 アー
カ イブ ・ ログ ・ バッ クア ッ プには、 後のデルタ ・ バッ クア ッ プ以降の ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログが含ま
れます。

この戦略では、 プ ラグイ ンはフル ・ バッ クア ッ プ、 フル ・ バッ クア ッ プ以降の各デルタ ・ バッ クア ッ プ、
および 後のデルタ ・ バッ クア ッ プ と障害時点までの間のアーカ イブ ・ ログのバッ クア ッ プを リ ス ト ア
する必要があるため、 リ カバリ時間が長 く なる可能性があ り ます。

バッ クア ッ プの実行
本プ ラグイ ンを使用し てバッ クア ッ プを実行するには、 以下の ト ピ ッ クで説明する手順に従います。

• バッ クア ッ プ対象データの選択

• バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ンの設定

• ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行
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バッ クア ッ プ対象データの選択
バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブを作成するには、 セ ッ ト （バッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 、 バッ クア ッ プ ・ オプ
シ ョ ン ・ セ ッ ト 、 スケジュール ・ セ ッ ト 、 ターゲッ ト ・ セ ッ ト 、 および詳細設定セ ッ ト ） を使用する必要があ り
ます。

バッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト は、 増分およびデルタ ・ バッ クア ッ プに必要です。 フル ・ バッ クア ッ プを
実行中にバッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト を作成し てから、 フル、 増分、 デルタ ・ バッ クア ッ プに使用し ま
す。 増分またはデルタ ・ バッ クア ッ プにセレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト が使用されていない場合、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ
がエラーをレポー ト し ます。 詳し く は、 『QuestNetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て

く だ さい。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

［ガイ ド付き設定］ リ ン クからウ ィ ザー ド を開始する こ と もできます。 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガ
イ ド付き設定］ を ク リ ッ ク し ます。 ［NetVault 設定ウ ィ ザー ド］ ページで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］

を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を指定し ます。

ジ ョ ブの進捗状況の監視やデータのリ ス ト ア時にジ ョ ブを識別しやす く するため、 分かりやすい名前を
割り当てます。 ジ ョ ブ名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含め
る こ とはできません。 Linux の場合、 名前は 大で 200 文字です。 Windows の場合、 長さ制限はあ り ま

せん。 ただ し、 すべてのプ ラ ッ ト フ ォームで、 40 文字以内にする こ と をお勧めし ます。

3 ［選択］ リ ス ト の隣にある、 ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

4 プ ラグイ ンのリ ス ト で ［Plug-in for DB2］ を開 く と、 追加し た DB2 イ ンス タ ンスが表示されます。

5 ターゲッ ト ・ データベース ・ イ ンス タ ンスを開きます。

6 デフ ォル ト ・ ログイ ン ・ アカウン ト が選択し たイ ンス タ ンスに対し て設定されている場合、 ログイ ン ・
ウ ィ ン ド ウが表示されます。 このウ ィ ン ド ウで以下の詳細を入力し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し てダイアログ

を閉じ ます。

▪ ［アカウン ト 名］ ： DB2 イ ンス タ ンス管理者のアカウン ト 名を入力し ます。

▪ ［パスワー ド］ ： 設定し たユーザー ・ アカウン ト 用のパスワー ド を入力し ます。

7 イ ンス タ ンスが開いたら、 次にバッ クア ッ プするアイテムを選択し ます。

▪ フルデータベースのバッ クア ッ プ ： データベース ・ ノ ー ド を選択し ます。

▪ テーブル ・ スペース ・ バッ クア ッ プ ： 以下のいずれかを選択し ます。

▫ すべてのテーブルスペースをバッ クア ッ プするには、 データベース ・ ノ ー ド を開き、 ［テー
ブルスペース］ ノ ー ド を選択し ます。

▫ テーブルスペースを個別にリ ス ト アするには、 ［テーブルスペース］ ノ ー ド を開き、 1 つま

たは複数のテーブルスペースを選択し ます。

▪ アーカ イブ ・ ログ ： アーカ イブ ・ ログをバッ クア ッ プするには、 ［アーカ イブログ］ ノ ー ド を選択
し ます。 アーカ イブ ・ ログはロール ・ フ ォワー ド ・ リ カバリ に必要になるため、 定期的にバッ ク
ア ッ プする必要があり ます。 アーカ イブ ・ ログは、 個別にも、 またはテーブルスペース と と もに
バッ クア ッ プする こ と もできます。 本プ ラグイ ンには、 アーカ イブ ・ ログをバッ クア ッ プ し た後
にデ ィ スクから削除するためのオプシ ョ ン も用意されています。 

ヒント： 既存のセットを使用するには、［バックアップ・ジョブ作成］をクリックして、［選択］リストか
らセットを選択します。

メ モ ： イ ンス タ ンスにデフ ォル ト ・ ログイ ン ・ アカウン ト を設定し ている場合、 この手順は無効で
す。 プ ラグイ ンは、 イ ンス タ ンスへの自動接続のための設定フ ァ イルに保存されている詳細を使用
し ます。
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8 ［保存］ を ク リ ッ ク し て、 ［新規セ ッ ト の作成］ ダイアログ ・ ボ ッ クスに名前を入力し、 ［保存］ を ク リ ッ
ク し ます。

名前には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含める こ とはできません。
Linux の場合、 名前は 大で 200 文字です。 Windows の場合、 長さ制限はあ り ません。 ただ し、 すべて

のプ ラ ッ ト フ ォームで、 40 文字以内にする こ と をお勧めし ます。
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バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ンの設定
次の手順には、 バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン ・ セ ッ ト の作成または既存のセ ッ ト の選択が含まれています。

1 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ン］ リ ス ト の隣にある、 ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 以下のオプシ ョ ンを設定し ます。

▪ ［バッ クア ッ プモー ド］ ： 以下のオプシ ョ ンの 1 つを選択し ます。 ［オン ラ イ ン］ または ［オフ ラ イ

ン］ 詳し く は、 利用可能なバッ クア ッ プ ・ モー ド を参照し て く だ さい。

▪ ［バッ クア ッ プ ・ タ イプ］ ： 以下のオプシ ョ ンの 1 つを選択し ます。 ［フル］、 ［増分］、 または ［デ

ルタ］ 詳し く は、 使用可能なバッ クア ッ プ ・ タ イプを参照し て く だ さい。

▪ ［DB2 バッ フ ァの設定］ ： 以下のパラ メ ータ を追加し ます。

▫ ［バッ フ ァの数］ ： 複数のバッ フ ァおよび I/O チャネルを使用する場合は、 バッ フ ァの数を

少な く と もチャネルの 2 倍に設定し ておかないと、 チャネル側のデータ待機時間が長 く

なって し まいます。 バッ フ ァの数を増やすと、 バッ クア ッ プ操作の所要時間が短縮されま
す。

▫ ［バッ フ ァ ・ サイズ］ ： バッ フ ァ ・ サイズを変更するには、 このフ ィ ールド に値を入力し ま
す。 バッ フ ァ ・ サイズは、 テーブルスペースの 大サイズの倍数にする必要があ り ます。
このパラ メ ータのデフ ォル ト 値は 1024 KB です。

▫ ［セ ッ シ ョ ン数］ ： このパラ メ ータには、 並行し てバッ クア ッ プアするテーブルスペースの
数を指定し ます。 すべてのテーブルスペースがバッ クア ッ プ されるまで、 各セ ッ シ ョ ンに
は 1 度に 1 つのテーブルスペースが割り当られます。

このパラ メ ータのデフ ォル ト 値は 「1」 です。 本プラグイ ンの v3.0 またはそれ以前のバー

ジ ョ ンで作成されたバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブについて 「1」 に設定されています。 セ ッ シ ョ

ンの 大数は 2 です。

▪ ［パージ ログ］ ： ［パージ ログ］ で、 以下のパラ メ ータ を設定し ます。

▫ ［アーカ イブログの削除］ ： アーカ イブ ・ ログのバッ クア ッ プ後に、 それら を自動的に削除
するには、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。 これによ り プ ラグイ ンはアク テ ィ ブ ・
ログ以外のすべてのアーカ イブ ・ ログを削除し ます。 ただ し、 ［アク テ ィ ブ ・ ログの前に保
持するログ］ オプシ ョ ンで指定されている数分のログは削除されません。

▫ アク テ ィ ブ ・ ログの前に保持するログ ・ オプシ ョ ン ： 現在アク テ ィ ブなデータベース ・ ロ
グよ り も古い直近のアーカ イブ ・ ログに関し て、 その数を指定する こ と で削除されないよ
う にするには、 このオプシ ョ ン と ［アーカ イブログの削除］ オプシ ョ ンを併用し ます。 こ
のフ ィ ールド では、 1 ～ 999 までの数を指定し ます。

3 ［保存］ を ク リ ッ ク し て、 セ ッ ト を保存し ます。

4 ［新規セ ッ ト の作成］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 セ ッ ト の名前を指定し て、 ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。

名前には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含める こ とはできません。
Linux の場合、 名前は 大で 200 文字です。 Windows の場合、 長さ制限はあ り ません。 ただ し、 すべて

のプ ラ ッ ト フ ォームで、 40 文字以内にする こ と をお勧めし ます。

ヒント： 既存のセットを使用するには、［プラグイン・オプション］リストで使用するセットを選択しま
す。

メ モ ： 上記で指定し た値を増加する と、 リ ス ト ア操作に要する メ モ リが増え、 処理時間が長
く かかる場合があり ます。

重要： すべてのバックアップ・ジョブに対し、このフィールドを1または2に設定します。

異なる数値を入力すると、本プラグインは値を2へ制限し、完了の際に以下のメッセージが

警告付きで表示されます。'FULL’または'INCREMENTAL'または'DELTA'バックアップに対

するバックアップ・オプション'セッション数' = <設定値>が'2'に変更されました
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ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行
終ステ ッ プには、 ［スケジュール］、 ［ターゲッ ト ・ ス ト レージ］、 および ［詳細設定］ ページの追加オプシ ョ ン

設定、 ジ ョ ブの実行、 および ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ と ［ログ参照］ ページからの進捗状況の監視が含まれてい
ます。 これらのページ とオプシ ョ ンは、 すべての NetVault Backup プラグイ ンに共通し ています。 詳し く は、

『QuestNetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

1 ［スケジュール］、 ［ターゲッ ト ・ ス ト レージ］、 および ［詳細設定］ リ ス ト を使用し て、 その他の必要な
オプシ ョ ンを設定し ます。

2 ［保存］ または ［保存 ＆ 実行］ の、 どち らか適切な方を ク リ ッ ク し ます。

［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページで進捗状況を監視し た り、 ［ログ参照］ ページでログを表示し た り できま
す。 詳し く は、 『QuestNetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

ヒント： すでに作成および保存しているジョブを実行するには、［ナビゲーション］パネルで
［ジョブ定義管理］を選択し、目的のジョブを選択して、［今すぐ実行］をクリックします。
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5

データのリ ス ト ア

• リ ス ト ア と リ カバリの概要

• フル ・ バッ クア ッ プからのリ ス ト ア

• 増分バッ クア ッ プからのリ ス ト ア

• デルタ ・ バッ クア ッ プからのリ ス ト ア

• 高度な リ ス ト ア手順

リ ス ト ア と リ カバリの概要
リ ス ト アを実行する と、 バッ クア ッ プ ・ コ ピーから フル ・ データベースやテーブルスペースのサブセ ッ ト を再作
成する こ とができます。 データベースのリ ス ト ア操作中には排他的な接続が必要ですが、 テーブルスペースのリ
ス ト ア操作中はオン ラ イ ンで実行する こ とができます。 テーブルスペースのリ ス ト アには、 テーブルスペース ・
レベル ・ バッ クア ッ プまたはフル ・ データベース ・ バッ クア ッ プから選択し たテーブルスペースを必要に応じ て
使用する こ とができます。 オフ ラ イ ン ・ バッ クア ッ プを使用する と、 データベースをバッ クア ッ プ時点と同じ状
態まで リ ス ト アする こ とができます。 オン ラ イ ン ・ バッ クア ッ プを使用する と、 アーカ イブ ・ ログまたはアク
テ ィ ブ ・ ログを使用し てデータベースを現在の状態または 新バッ クア ッ プの状態まで リ カバリする こ とができ
ます。

フル ・ バッ クア ッ プからのリ ス ト ア
フル ・ バッ クア ッ プのリ ス ト アを実行するには、 以下の ト ピ ッ クで説明する手順に従います。

• リ ス ト ア対象データの選択

• リ ス ト ア ・ オプシ ョ ンの設定

• ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行

リ ス ト ア対象データの選択
1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 ［プ ラグイ ン ・ タ イプ］ リ ス ト から

［Plug-in for DB2］ を選択し ます。

3 セーブセ ッ ト のテーブルに表示されている項目を さ らにフ ィ ルタ リ ングするには、 ［ク ラ イアン ト ］、 ［日
付］、 ［ジ ョ ブ ID］ リ ス ト を使用し ます。

表にはセーブセ ッ ト 名 （ジ ョ ブ ・ タ イ ト ルと セーブセ ッ ト ID）、 作成日時、 およびサイズが表示されま

す。 デフ ォル ト で、 リ ス ト は ［作成日］ 列でソー ト されます。

4 セーブセ ッ ト の表で、 適切な項目を選択し ます。

セーブセ ッ ト を選択する と、 以下の情報が ［セーブセ ッ ト 情報］ に表示されます。 ジ ョ ブ ID、 ジ ョ ブ ・

タ イ ト ル、 サーバー名、 ク ラ イアン ト 名、 プ ラグイ ン名、 セーブセ ッ ト の日時、 リ タ イア設定、 増分
Quest NetVault Backup Plug-in for DB2 12.0 ユーザーズ ・ ガイ ド       

データのリ ス ト ア
18



バッ クア ッ プかど うか、 アーカ イブかど うか、 セーブセ ッ ト のサイズ、 スナ ッ プシ ョ ッ ト ベースのバッ
クア ッ プかど うかなど。

5 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

6 ［セレ クシ ョ ン セ ッ ト 作成］ ページで、 リ ス ト アするデータ を選択し ます。

▪ フル ・ データベース ・ リ ス ト ア ： データベース ・ ノ ー ド を選択し ます。

▪ テーブル ・ スペース ・ リ ス ト ア ： すべてのテーブルスペースを リ ス ト アするには、 データベー
ス ・ ノ ー ド を開き、 ［テーブルスペース］ ノ ー ド を選択し ます。 テーブルスペースを個別にバッ ク
ア ッ プするには、 ［テーブルスペース］ ノ ー ド を開き、 1 つまたは複数のテーブルスペースを選択

し ます。

▪ アーカ イブ ・ ログの適用 ： ［アーカ イブログ］ ノ ー ド を選択、 またはこのノ ー ド を開き、 必要なロ
グ ・ フ ァ イルを選択し ます。

リ ス ト ア ・ オプシ ョ ンの設定
この手順には、 以下の ト ピ ッ クに記述されている手順が含まれています。

• リ ス ト ア ・ タ イプおよびその他のリ ス ト ア ・ オプシ ョ ンの設定

• リ ス ト ア先詳細の設定

• バッ クア ッ プ情報の表示

リストア・タイプおよびその他のリストア・オプションの設定
［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ンの編集］ を ク リ ッ ク し て、 ［オプシ ョ ン］ タ
ブで以下のパラ メ ータ を設定し ます。

• ［リ ス ト ア タ イプ］ ： 以下のいずれかを選択し ます。

▪ ［データベース内のすべてのテーブルスペースを リ ス ト アする］ ： このオプシ ョ ンを選択し て、 選
択し たデータベース内のすべてのテーブルスペースを リ ス ト ア し ます。

▪ ［テーブルスペースレベルのバッ クア ッ プイ メ ージのみリ ス ト アする］ ： このオプシ ョ ンを選択し
て、 1 つまたは複数選択し たテーブルスペースのリ ス ト アを実行し ます。

• ［リ ス ト ア ・ モー ド］ ： 以下のいずれかを選択し ます。

▪ ［オフ ラ イ ン］ ： このオプシ ョ ンを選択する と、 データベースのリ ス ト ア中の、 他のアプ リ ケー
シ ョ ンまたはユーザーによるデータベースへの接続を防ぐ こ とができます。

▪ ［オン ラ イ ン］ ： このオプシ ョ ンは、 テーブルスペース ・ レベルのリ ス ト ア実行中の場合に限り利
用可能です。 ただ し、 このオプシ ョ ンを使用する とユーザーやアプ リ ケーシ ョ ンはデータベース
に接続する こ とができ、 指定し たテーブルスペースがリ ス ト ア実行中でもその他のテーブルス
ペースのデータ を読書きする こ とが可能です。

• ［増分リ ス ト ア］ ： このオプシ ョ ンを選択する と、 リ カバリ中のフル ・ バッ クア ッ プが増分シーケンスの
一部である （独立し たフル ・ バッ クア ッ プ ・ リ カバリ ではない） こ と を NetVault Backup に警告し ます。

詳細は、 「増分バッ クア ッ プからのリ ス ト ア」 および 「高度な リ ス ト ア手順」 を参照し て く だ さい。

• ［アーカ イブログ］ オプシ ョ ン ： 以下の利用可能なオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［ロールフ ォワー ド アーカ イブログ］ ： アーカ イブ ・ ログを適用するには、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ ク
スを選択し ます。 

▫ ［ソ フ ト リ カバリ］ ： 既存のログを 新の状態に リ ス ト アするには、 このオプシ ョ ンを選択
し ます。

▫ ［ハー ド リ カバリ］ ： ログをバッ クア ッ プ実行時点まで リ ス ト アするには （この場合、 既存
のアーカ イブ ・ ログ ・ フ ァ イルが上書き されます）、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［既存ログの削除］ ： すべての既存ログ ・ フ ァ イルを削除するには、 このオプシ ョ ンを選択し ます。
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▪ ［ロールフ ォワー ドのみ （フ ァ イルのリ ス ト アがあり ません）］ ： フ ァ イルを 1 つも リ ス ト アせずに

ロールフ ォワー ド ・ リ カバリのみ実行する場合は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

• ［DB2 バッ フ ァの設定］ ： 以下のパラ メ ータ を追加し ます。

▪ ［バッ フ ァの数］ ： 複数のバッ フ ァおよび I/O チャネルを使用する場合は、 バッ フ ァの数を少な く

と もチャネルの 2 倍に設定し ておかないと、 チャネル側のデータ待機時間が長 く なって し まいま

す。 バッ フ ァの数を増やすと、 バッ クア ッ プ操作の所要時間が短縮されます。

▪ ［バッ フ ァ ・ サイズ］ ： バッ フ ァ ・ サイズを変更するには、 このフ ィ ールド に値を入力し ます。
バッ フ ァ ・ サイズは、 テーブルスペースの 大サイズの倍数にする必要があ り ます。 このパラ
メ ータのデフ ォル ト 値は 1024 KB です。

▪ ［セ ッ シ ョ ン数］ ： このパラ メ ータには、 並行し て リ ス ト アするテーブルスペースの数を指定し ま
す。 すべてのテーブルスペースがリ ス ト ア されるまで、 各セ ッ シ ョ ンには 1 度に 1 つのテーブル

スペースが割り当られます。 このパラ メ ータは読み取り専用です。 こ こで設定し たセ ッ シ ョ ン数
は、 選択し たバッ クア ッ プの作成に使用されます。

▪ ヒープ ・ サイズ ： デフ ォル ト では、 プ ラグイ ンはヒープ ・ サイズに 4096 ページを使用し ます。

データベース ・ ヒープ設定パラ メ ータ、 dbheap に別の値を使用する場合には、 このフ ィ ールド

に入力し ます。

このパラメータは、データベース・ヒープに割り当てられるメモリの 大容量を制御します。
データベース・ヒープには、重要な要件のために常に追加の容量が加算されるため、ここに入力
した値は、割り当てられる実際容量の一部を表しています。データベース・ヒープ設定パラメー
タで使用される単位は、ページの4KBです。データベースごとに1つのデータベース・ヒープが

あります。ヒープ・サイズは、そのデータベースのアクティブまたはアーカイブされたログの
ロールフォワード・リカバリが実行されるたびに、復元ジョブに参加しているデータベースに適
用されます。

リストア先詳細の設定
データ を別の DB2 イ ンス タ ンスに リ ス ト アするには、 ［デステ ィ ネイシ ョ ンの詳細］ タ ブを選択し、 以下のパラ

メ ータ を設定し ます。

• ［DB2 イ ンス タ ンス名］ ： データのリ ス ト ア先と なる イ ンス タ ンスの名前を入力し ます。

• ［DB2 イ ンス タ ンス管理者のアカウン ト 名］ ： DB2 イ ンス タ ンス管理者のアカウン ト 名を入力し ます。

• ［DB2 イ ンス タ ンス管理者のパスワー ド］ ： 設定し たユーザー ・ アカウン ト 用のパスワー ド を入力し ます。

メ モ ： 上記で指定し た値を増加する と、 リ ス ト ア操作に要する メ モ リが増え、 処理時間が長
く かかる場合があり ます。

重要： プラグインがdbheapを更新しないようにし、データベースに設定された現在の

dbheap値を使用するようにするには、Plug-in for DB2設定パラメータを使用し、復元ジョブ

のロールフォワード・フェーズでdbheap設定を更新できるかどうかを指定します。

この設定パラメータを使用するには、"nvdb2.cfg"ファイルに以下のスタンザを追加します。

このファイルは、NetVault Backupクライアントの<NetVault Backupインストール・ディレ

クトリ>\configにあります。

[db2:UpdateDatabaseHeap]
Value=FALSE

このパラメータをFALSEに設定すると、データベース・ヒープは、ロールフォワード・

フェーズ間にプラグインによって更新されず、［ヒープ・サイズ］フィールドに入力された
値は無視されます。

このパラメータを省略した場合、またはTRUEに設定した場合には、データベース・ヒープ

は、［ヒープ・サイズ］フィールドに入力された値を使用し、ロールフォワード・フェーズ
間にプラグインによって更新されます。
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バックアップ情報の表示
選択し たバッ クア ッ プ ・ セ ッ ト 内のさ まざまなバッ クア ッ プ構成要素と その内容を確認するには、 ［バッ クア ッ
プ情報］ タ ブを選択し ます。 このタ ブには、 以下の情報が表示されます。

• ［バッ クア ッ プ完了］ ： プ ラグイ ンのバージ ョ ン番号

• ［バッ クア ッ プ ・ タ イプ］ ： ［フル］、 ［増分］、 または ［デルタ］

• ［バッ クア ッ プモー ド］ ： ［オン ラ イ ン］ または ［オフ ラ イ ン］

• ［DB2 バージ ョ ン］

• ［バッ クア ッ プは次のデータベースのテーブルを含める］ ： このテーブルには、 以下の列が含まれていま
す。

▪ ［データベース名］

▪ ［データベース ・ エイ リ アス］

▪ ［DB2 イ ンス タ ンス］

▪ ［DB2 バージ ョ ン ID］

▪ ［バッ クア ッ プ ・ タ イムス タ ンプ］

• ［バッ クア ッ プは次のデータベースのアーカ イブログを含める］ ： このテーブルには、 以下の列が含まれ
ています。

▪ ［データベース ・ エイ リ アス］

▪ ［DB2 イ ンス タ ンス］

▪ アーカ イブ ・ ログ

▪ ［アーカ イブ ・ ログのパス］

ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行
終ステ ッ プには、 ［スケジュール］、 ［ソース ・ オプシ ョ ン］、 および ［詳細設定］ ページの追加オプシ ョ ン設

定、 ジ ョ ブの実行、 および ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ と ［ログ参照］ ページからの進捗状況の監視が含まれていま
す。 これらのページ とオプシ ョ ンは、 すべての NetVault Backup プラグイ ンに共通し ています。 詳し く は、

『QuestNetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

1 設定を保存するには、 ［OK］、 続いて ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

2 デフ ォル ト 設定を使用し ない場合は、 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を指定し ます。

進捗状況を監視する際にジ ョ ブを識別しやす く するため、 分かりやすい名前を割り当てます。 ジ ョ ブ名
には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含める こ とはできません。
Linux の場合、 名前は 大で 200 文字です。 Windows の場合、 長さ制限はあ り ません。 ただ し、 すべて

のプ ラ ッ ト フ ォームで、 40 文字以内にする こ と をお勧めし ます。

3 ［ク ラ イアン ト 指定］ リ ス ト で、 データ を リ ス ト アするマシンを選択し ます。

4 ［スケジュール］、 ［ソース ・ オプシ ョ ン］、 および ［詳細設定］ リ ス ト を使って、 その他の必要なオプ
シ ョ ンを設定し ます。

5 ［保存］ または ［保存 ＆ 実行］ の、 どち らか適切な方を ク リ ッ ク し ます。

［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページで進捗状況を監視し た り、 ［ログ参照］ ページでログを表示し た り できま
す。 詳し く は、 『QuestNetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

ヒント： ［選択］をクリックして、［クライアント指定選択］ダイアログ・ボックスから適切なク
ライアントを検索、選択することもできます。
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増分バッ クア ッ プからのリ ス ト ア
図 1. 増分バッ クア ッ プを使用し た リ カバリ実行に必要な手順の例

1 新増分バッ クア ッ プを リ ス ト ア し ます。

以下のテーブルを使用し て ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページ と ［オプシ ョ ン］ タ ブで選択し たアイ
テムが以下のテーブル内の説明どおり に設定されている こ と を確認し ます。

2 新フル ・ バッ クア ッ プのリ ス ト ア

以下のテーブルを使用し て ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページ と ［オプシ ョ ン］ タ ブで選択し たアイ
テムが以下のテーブル内の説明どおり に設定されている こ と を確認し ます。

3 新増分バッ クア ッ プの 2 回目のリ ス ト ア。

以下のテーブルを使用し て ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページ と ［オプシ ョ ン］ タ ブで選択し たアイ
テムが以下のテーブル内の説明どおり に設定されている こ と を確認し ます。 この手順では、 プ ラグイ ン
はアーカ イブ ・ ログを適用し てソ フ ト / ハー ド ・ リ カバリ を実行し ます。

［セレクション・セット作成］ページ ［オプション］タブ

選択する 選択しない 選択する 選択しない

テーブルスペースのみ 不要 増分リストア • ［ロールフォワー
ドアーカイブロ
グ］

• ［既存ログの削
除］

［セレクション・セット作成］ページ ［オプション］タブ

選択する 選択しない 選択する 選択しない

テーブルスペースのみ アーカイブ・ログ・アイ
テム

増分リストア • ［ロールフォワー
ドアーカイブロ
グ］

• ［既存ログの削
除］
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デルタ ・ バッ クア ッ プからのリ ス ト ア
図 2. デルタ ・ バッ クア ッ プを使用し た リ カバリ実行に必要な手順の例

1 新デルタ ・ バッ クア ッ プのリ ス ト ア

2 新フル ・ バッ クア ッ プのリ ス ト ア

3 初のデルタ ・ バッ クア ッ プのリ ス ト ア

4 後続のデルタ ・ バッ クア ッ プのリ ス ト ア

前のステ ッ プで、 以下のテーブルを使用し て ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページ と ［オプシ ョ ン］ タ
ブで選択し たアイテムが以下のテーブル内の説明どお り に設定されている こ と を確認し ます。

5 新のデルタ ・ バッ クア ッ プの 2 回目のリ ス ト ア

以下のテーブルを使用し て ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページ と ［オプシ ョ ン］ タ ブで選択し たアイ
テムが以下のテーブル内の説明どおり に設定されている こ と を確認し ます。 この手順では、 プ ラグイ ン
はアーカ イブ ・ ログを適用し てソ フ ト / ハー ド ・ リ カバリ を実行し ます。

［セレクション・セット作成］ページ ［オプション］タブ

選択する 選択しない 選択する 選択しない

• テーブルスペー
スのみ

• アーカイブ・ロ
グ・アイテム

不要 • 増分リストア

• ［ロールフォワー
ドアーカイブロ
グ］

• ［ソフトリカバ
リ］または
［ハードリカバ
リ］（利用可能な
場合）

• ［既存ログの削
除］

不要

［セレクション・セット作成］ページ ［オプション］タブ

選択する 選択しない 選択する 選択しない

テーブルスペースのみ • フル・データ
ベース

• アーカイブ・ロ
グ・アイテム

増分リストア • ［ロールフォワー
ドアーカイブロ
グ］

• ［既存ログの削
除］
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高度な リ ス ト ア手順
この ト ピ ッ クでは、 以下の ト ピ ッ クに記述されている手順について説明し ます。

• リ ス ト ア中のデータベースの名前変更 / 移動

• 代替サーバーへのデータベースのリ ス ト ア

• 削除済み DB2 テーブルの使用

リ ス ト ア中のデータベースの名前変更 / 移動
リ ス ト ア中にデータベースの名前を変更し た り、 指定し たデ ィ レ ク ト リ にすべてのテーブルスペースや個別の
テーブル ・ スペースを移動する こ とができます。 このオプシ ョ ンによ り、 既存バージ ョ ンのデータベースを上書
きする代わり に、 データベースのコ ピーを作成する こ とができます。

前提条件（Windowsのみ）

Windows 環境では、 テーブルスペースの移動を実行する前に、 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

• 必要なパスがク ラ イアン ト 上に必ず存在する こ と。 存在し ない場合は、 パスを作成する必要があ り ます。

• DB2_CREATE_DB_ON_PATH パラ メ ータが必ず有効になっている こ と。

以下の点に注意し ます。

• プ ラグイ ンが、 指定し たパスを見つける こ とができない場合、 リ ス ト ア ・ ジ ョ ブは失敗し、 NetVault 
Backup ログに以下のメ ッ セージが表示されます。

「SQL1052N The database path <path> does not exist. （SQL1052N データベース ・ パス < パ

ス > が存在し ません。）」

• DB2_CREATE_DB_ON_PATH パラ メ ータが有効になっていない場合も同様のメ ッ セージが NetVault 
Backup ログに表示されます。 さ らに、 以下のメ ッ セージが DB2 イ ンス タ ンスの診断フ ァ イル

（db2diag.log） に表示されます。

［セレクション・セット作成］ページ ［オプション］タブ

選択する 選択しない 選択する 選択しない

• テーブルスペー
スのみ

• アーカイブ・ロ
グ・アイテム

不要 • 増分リストア

• ［ロールフォワー
ドアーカイブロ
グ］

• ［ソフトリカバ
リ］または
［ハードリカバ
リ］（利用可能な
場合）

• ［既存ログの削
除］

不要

メ モ ： 目的の結果を得るため、 増分バッ クア ッ プの異なる タ イプを組み合わせる こ とができます
（例 ： デルタ ・ バッ クア ッ プ と増分バッ クア ッ プを リ ス ト アするなど）。 ただ し、 組み合わせて使用
する場合に目的の結果を得るためには、 リ ス ト アの順序と各フ ェーズに含めるデータ ・ アイテムが
非常に重要と な り ます。
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「An attempt is made to create a database on path without first enabling
this feature using DB2_CREATE_DB_ON_PATH registry variable.Please enable
it first, then retry again.（指定したパスにデータベースの作成が試行されましたが、その前に

DB2_CREATE_DB_ON_PATHレジストリ変数を利用してこの機能を有効にする必要があります。まずこれを有効に

してから、再試行してください。）」

DB2 9.x およびそれ以降のバージ ョ ンでは、 DB2_CREATE_DB_ON_PATH パラ メ ータ を設定する こ とによ り、

データベースをパスの直下に作成する こ とができます。 DB2 9.x よ り前のバージ ョ ンでは、 ルー ト ・ デ ィ レ ク ト

リのみサポー ト されます。 例 ：

• DB2 -9.x よ り前のバージ ョ ンにおけるデータベース作成ステー ト メ ン ト は、 以下のよ う にな り ます。

db2 create database mydb on c

• DB2 9.x およびそれ以降のバージ ョ ンにおけるデータベース作成ステー ト メ ン ト は、 以下のよ う にな り ま

す。

db2 create database mydb on c:\mydb

コマン ド ・ プロンプ ト から DB2_CREATE_DB_ON_PATH パラ メ ータ を設定するには、 以下の手順を実行し ま

す。

1 プロンプ ト で以下のとおり入力し ます。

db2set DB2_CREATE_DB_ON_PATH=YES

2 DB2 イ ンス タ ンスを再起動するには、 以下のとお り入力し ます。

db2stop
db2start

リストア手順
リ ス ト ア中にデータ を名前変更またはパス名移動 （または両方を実行） するには、 以下の手順に従います。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し て、 ［プ ラグイ ン ・ タ イプ］ リ ス ト
から ［Plug-in for DB2］ を選択し、 適切なセーブセ ッ ト を選択し て ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

詳細は、 「リ ス ト ア対象データの選択」 を参照し て く だ さい。

2 データベース名を変更するためには、 以下の手順に従います。

a ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 該当するデータベースを ク リ ッ ク し、 コ ンテキス ト ・ メ
ニューから ［名前の変更］ を選択し ます。

b ［名前変更 / 再配置］ ダイアログ ・ ボ ッ クスの ［名前変更］ ボッ クスに新しい名前を入力し て、

［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

プ ラグイ ンがデータベース ・ ノ ー ド を更新する と、 括弧内に新規名が表示されます。

3 データ を移動するには、 以下の手順に従います。

▪ すべてのテーブルスペースを同じデ ィ レ ク ト リ に移動するには、 テーブルスペース ・ ノ ー ド を ク
リ ッ ク し、 コ ンテキス ト ・ メ ニューから ［名前変更］ を選択し ます。 ［名前変更 / 再配置］ ダイア

ログ ・ ボ ッ クスの ［再配置］ ボッ クスに新しい場所を入力し て、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

▪ 個別テーブルスペースを移動するには、 テーブルスペース ・ ノ ー ド を開きます。 該当するテーブ
ルスペースを ク リ ッ ク し、 コ ンテキス ト ・ メ ニューから ［名前変更］ を選択し ます。 ［名前変更 /
再配置］ ダイアログ ・ ボ ッ クスの ［再配置］ ボッ クスに新しい場所を入力し て、 ［OK］ を ク リ ッ

ク し ます。

メ モ ： 個別のテーブルスペースの名前を変更する こ とはできません。

重要： 個別テーブルスペースを移動するには、親テーブルスペース・ノードのパスも指定し
ます。このディレクトリは、移動先パスをまだひとつも指定していない個別テーブルスペー
スとアーカイブ・ログのリストアに使用されます。
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プ ラグイ ンがテーブルスペース ・ ノ ー ド を更新する と、 括弧内に新規場所が表示されます。

4 適切な リ ス ト ア ・ オプシ ョ ンを設定し ます。

詳細は、 「リ ス ト ア ・ オプシ ョ ンの設定」 を参照し て く だ さい。

5 ジ ョ ブを完了し、 実行し ます。

詳細は、 「ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行」 を参照し て く だ さい。

代替サーバーへのデータベースのリ ス ト ア
リ ス ト ア中にデータベースを他の DB2 サーバーに移動する こ と も可能です。 これはサーバーのマイグレーシ ョ

ンやデ ィ ザス タ ・ リ カバリ操作を実行する場合に役立ちます。

リ ス ト ア手順を開始する前に、 以下の注意事項と ターゲッ ト ・ システムの設定を確認する必要があ り ます。

• DB2 サーバー ・ ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール ： ターゲッ ト ・ システムに、 DB2 サーバー ・ ソ フ ト ウ ェ ア

を イ ンス ト ールし ます。 ソ フ ト ウ ェ アのバージ ョ ンは、 オ リ ジナルのサーバーで稼動中のバージ ョ ン と
同じ ものである必要があり ます。

• NetVault Backup および Plug-in for DB2 のイ ンス ト ール ： ターゲッ ト ・ システムに、 NetVault Backup
サーバーまたはク ラ イアン ト ・ ソ フ ト ウ ェ ア と本プ ラグイ ンを イ ンス ト ールし ます。 ソ フ ト ウ ェ アの
バージ ョ ンは、 オ リ ジナルのサーバーで稼動中のバージ ョ ン と同じ ものである必要があ り ます。

• NetVault Backup ク ラ イアン ト を NetVault Backup サーバーに追加 ： ターゲッ ト ・ システムが NetVault 
Backup ク ラ イアン ト の場合、 これを NetVault Backup サーバーに追加し ます。 詳し く は、

『QuestNetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

• DB2 イ ンス タ ンスをプ ラグイ ンに追加 ： ［設定］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 イ ンス ト ール ・ パスを指定し

ます。 詳細は、 「デフ ォル ト 設定の構成」 を参照し て く だ さい。

データベースを代替サーバーへリ ス ト アするには、 次の手順を実行し ます。

1 NetVault Backup サーバーで NetVault Backup WebUI を開始し ます。

2 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し て、 ［プ ラグイ ン ・ タ イプ］ リ ス ト
から ［Plug-in for DB2］ を選択し、 適切なセーブセ ッ ト を選択し て ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

3 データベース ・ バッ クア ッ プを含むセーブセ ッ ト を開き、 データベースを選択し ます。

詳細は、 「リ ス ト ア対象データの選択」 を参照し て く だ さい。

4 利用可能な リ ス ト ア ・ オプシ ョ ンを適宜選択し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

詳細は、 「リ ス ト ア ・ オプシ ョ ンの設定」 を参照し て く だ さい。

5 ［ターゲッ ト ・ ク ラ イアン ト ］ リ ス ト で、 ターゲッ ト DB2 サーバーを選択し ます。

6 ジ ョ ブを完了し、 実行し ます。

詳細は、 「ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行」 を参照し て く だ さい。

メ モ ： 自動ス ト レージの管理下にあるテーブルスペースは移動する こ とはできない点に注意し て く
だ さい。 この問題は DB2 の機能制限による ものです。
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削除済み DB2 テーブルの使用
Plug-in for DB2 を使用する DB2 バッ クア ッ プの標準リ ス ト アでは、 削除済みテーブルを リ カバリする こ とはで

きません。 削除済みテーブルを リ ス ト アするには、 この ト ピ ッ クで説明する手順に従います。

• Dropped Table Recovery オプシ ョ ン設定

• リ カバリ方法 1 ： ソ フ ト ・ リ カバリ

• リ カバリ方法 2 ： ハー ド ・ リ カバリ

Dropped Table Recoveryオプション設定

削除済みテーブルを リ カバリするには、 削除済みテーブルを含むテーブルスペース用の Dropped Table 
Recovery オプシ ョ ンが 「Y」 に設定されている必要があり ます。 DB2 のコマン ド ・ プロンプ ト を使用し て作成

されたテーブルスペースについては、 このオプシ ョ ンはデフ ォル ト で有効になっています。 DB2 Control Center
グラ フ ィ カル ・ ユーザー ・ イ ン タ フ ェース （GUI） を使用し て作成されたテーブル ・ スペースの場合、 テーブル

スペース作成ウ ィ ザー ド でこのオプシ ョ ンを有効にする こ とができます。

このオプシ ョ ンの状態を検証し、 有効になっていない場合、 有効にするには以下の手順に従います。

1 DB2 サーバーで ター ミ ナル ・ セ ッ シ ョ ンを開始し、 ...\SQLLIB\BIN デ ィ レ ク ト リ に移動し ます （“...” は

DB2 のイ ンス ト ール ・ パスを示し ます）。

2 DB2 コ マン ド ・ プロンプ ト にアクセス し、 以下のとお り タ イプ し ます。

DB2

3 ターゲッ ト ・ データベースのローカル ・ イ ンス タ ンスに接続するには、 以下のとお り入力し ます。

connect to < ローカル ・ データベース名 >

4 データベース内のテーブルスペースについて Dropped Table Recovery オプシ ョ ンの状態を確認するには、

以下のとお り入力し ます。

select tbspace, drop_recovery from syscat.tablespaces

5 ターゲッ ト ・ テーブルスペースの Drop_Recovery カ ラムに 「N」 が表示された場合は、 以下のとお り入

力し ます。

alter tablespace < テーブルスペース名 > dropped table recovery on

リカバリ方法1： ソフト・リカバリ

ソ フ ト ・ リ カバリ では、 テーブルスペース内のその他のテーブルのデータは、 新の ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログま
でロール ・ フ ォワー ド されます。 このプロセスによ り、 その他のテーブルにある現在のデータが、 バッ クア ッ プ
のリ ス ト ア時に上書き されるのを防ぐ こ とができます。

削除済みデータベース ・ テーブルのソ フ ト ・ リ カバリ を実行するには、 以下の手順に従います。

1 データベースのローカル ・ イ ンス タ ンスに接続するには、 Dropped Table Recovery オプシ ョ ン設定のス

テ ッ プ 1 からステ ッ プ 3 で説明されている手順を繰り返し ます。

2 削除済みテーブルを リ ス ト 表示するには、 以下のとお り入力し ます。

listhistory dropped table all for db < データベース名 >

バッ クア ッ プ ID、 削除済みテーブル名、 テーブルスペース名、 およびテーブルの DDL ステー ト メ ン ト の

値を メ モ し ます。

DB2=>list history dropped table all for db database_1
List History File for sample
Number of matching file entries = 1
Op  Obj  Timestamp+Sequence  Type  Dev  Earliest Log  Current Log  Backup ID
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D    T   20120202114619  000000000000bb000002000d
"ADMINISTRATOR"."EMPLOYEES" resides in 1 tablespace(s):
00001 USERSPACE1
Comment: DROP TABLE
開始時間：20120202114619
終了時刻：20120202114619
00001
DDL: CREATE TABLE "ADMINISTRATOR"."EMPLOYEES" ("NAME" CHAR(20) NOT NULL,

"PROFESSION" VARCHAR(30)) IN "USERSPACE1";
DB2=>

3 NetVault Backup サーバーで NetVault Backup WebUI を開始し ます。

4 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し て、 ［プ ラグイ ン ・ タ イプ］ リ ス ト
から ［Plug-in for DB2］ を選択し、 ターゲッ ト ・ テーブルスペースのバッ クア ッ プを持つセーブセ ッ ト

を選択し て ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

アーカ イブ ・ ログが DB2 サーバー上のデータベース ・ デ ィ レ ク ト リから削除されている場合は、 これを

選択し ます。

詳細は、 「リ ス ト ア対象データの選択」 を参照し て く だ さい。

5 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ンの編集］ を ク リ ッ ク し て、 ［オプシ ョ ン］ タ ブで以下のパラ メ ータ を設定し ま
す。

▪ ［リ ス ト ア ・ モー ド］ ： ［オン ラ イ ン］ を選択し ます。

▪ ［テーブルスペースレベルのバッ クア ッ プイ メ ージのみリ ス ト アする］ ： このオプシ ョ ンを選択し
ます。

▪ ［ロールフ ォワー ド アーカ イブログ］ ： このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択解除し ます。

詳細は、 「リ ス ト ア ・ タ イプおよびその他のリ ス ト ア ・ オプシ ョ ンの設定」 を参照し て く だ さい。

6 ジ ョ ブを完了し、 実行し ます。

詳細は、 「ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行」 を参照し て く だ さい。

7 リ ス ト ア し たテーブルスペースがロールフ ォワー ド ・ ペンデ ィ ング状態である こ と を確認するには、 以
下のとお り入力し ます。

list tablespaces

Detailed Explanation カ ラムに 「Roll forward pending」 状態と表示されている こ と を確認し ます。

DB2=>list tablespaces
Tablespaces for Current Database
Tablespace ID     = 0
Name              = SYSCATSPACE
Type              = System managed space
Contents          = Any data
State             = 0x0000
Detailed explanation:

Normal
Tablespace ID     = 1
Name              = USERSPACE1
Type              = System managed space
Contents          = Any data
State             = 0x0080
Detailed explanation:

Roll forward pending
DB2=>

8 DB2 サーバーで、 デ ィ レ ク ト リ （リ カバリ ・ デ ィ レ ク ト リ） を作成し て リ カバリ済みテーブルを格納し、

そのフル ・ パスを メ モ し ます。

9 データベースのロールフ ォワー ド ・ リ カバリ を実行するには、 データベースに接続し、 以下のとお り入
力し ます。
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rollforward database < データベース名 > to end of logs and complete tablespace
<テーブルスペース名> recover dropped table <バックアップID> to
"<リカバリ・ディレクトリへの完全パス>"

10 テーブルを再作成するには、 以下のとおり入力し ます。

create table < 先ほどの DDL ステー ト メ ン ト 名 >

11 リ カバリ ・ デ ィ レ ク ト リから テーブル ・ データ を イ ンポー ト するには、 以下のとお り入力し ます。

import from "< リ カバリ ・ デ ィ レ ク ト リ ・ パス >\NODE0000\data" of del messages
<ターゲット・データベース外の任意のファイル> insert into <テーブル名>

12 テーブル ・ データが正常にリ ス ト ア されているか検証するには、 以下のとお り入力し ます。

select * from < テーブル名 >

13 リ ス ト アする各テーブルにステ ッ プ 7- ステ ッ プ 12 を繰り返し ます。

リカバリ方法2： ハード・リカバリ

ハー ド ・ リ カバリ では、 ターゲッ ト ・ テーブルスペースのテーブル内のデータが、 バッ クア ッ プ作成時点まで
ロール ・ フ ォワー ド されます。 バッ クア ッ プ作成時から リ カバリ実行時までの間に行われた、 テーブルスペース
内のテーブルに対する変更は失われます。 ただ し、 この手順の方が、 実行する作業と時間が少な く て済む利点も
あり ます。

削除済みデータベース ・ テーブルのハー ド ・ リ カバリ を実行するには、 以下の手順に従います。

1 データベースのローカル ・ イ ンス タ ンスに接続するには、 Dropped Table Recovery オプシ ョ ン設定のス

テ ッ プ 1 からステ ッ プ 3 で説明されている手順を繰り返し ます。

2 削除済みテーブルを リ ス ト 表示するには、 以下のとお り入力し ます。

listhistory dropped table all for db < データベース名 >

削除済みテーブルを含むテーブル ・ スペース名を メ モ し ます。

3 データベースをオフ ラ イ ンにするには、 以下のとお り入力し ます。 これは、 ハー ド ・ リ カバリ に必要で
す。

disconnect all

4 NetVault Backup サーバーで NetVault Backup WebUI を開始し ます。

5 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し て、 ［プ ラグイ ン ・ タ イプ］ リ ス ト
から ［Plug-in for DB2］ を選択し、 ターゲッ ト ・ テーブルスペースのバッ クア ッ プを持つセーブセ ッ ト

を選択し て ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

アーカ イブ ・ ログが DB2 サーバー上のデータベース ・ デ ィ レ ク ト リから削除されている場合は、 これを

選択し ます。

詳細は、 「リ ス ト ア対象データの選択」 を参照し て く だ さい。

6 既存データの上書きを防ぐには、 リ ス ト ア中のデータベースの名前変更 / 移動で詳述し ている手順に従っ

てデータ を代替位置にリ ス ト アする こ と をお勧めし ます。

7 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ンの編集］ を ク リ ッ ク し て、 ［オプシ ョ ン］ タ ブで以下のパラ メ ータ を設定し ま
す。

▪ ［データベース内のすべてのテーブルスペースを リ ス ト アする］ ： このオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［ロールフ ォワー ド アーカ イブログ］ ： このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。

▪ ［ハー ド リ カバリ］ ： このオプシ ョ ンを選択し ます。

詳細は、 「リ ス ト ア ・ タ イプおよびその他のリ ス ト ア ・ オプシ ョ ンの設定」 を参照し て く だ さい。

8 ジ ョ ブを完了し、 実行し ます。

詳細は、 「ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行」 を参照し て く だ さい。
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9 データベースに接続し ます。

10 使用可能なテーブルスペースを リ ス ト するには、 以下のコマン ド を入力し ます。

list tablespaces

11 テーブル ・ データが正常にリ ス ト ア されているか検証するには、 以下のとお り入力し ます。

select * from < テーブル名 >
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A

ト ラ ブルシューテ ィ ング

この ト ピ ッ クでは一般的なエラーと その解決方法について説明し ます。 この表に記載されていないエラーが発生
し た場合は、 NetVault Backup ログから DB2 エラー番号を取得し、 DB2 のド キュ メ ンテーシ ョ ンで関連するヘ

ルプを参照し て く だ さい。

表1. トラブルシューティング

症状 エラー 説明または解決手段

バックアップの実行に失敗
しました。

データベースが現在使用中です。オ
フラインのバックアップは許可され
ていません。

バックアップするときは他のアプリケー
ションまたはユーザーをデータベースに接
続させないようにします。

バックアップの実行に失敗
しました。

オンラインのバックアップが許可さ
れません。

データベースの“userexit”または

“logretain”という2つの設定パラメーター

の一方または両方が「オン」に設定されて
いません。

バックアップ・エラー リモート・バックアップを実行中に
「host_name」のアドレスに接続でき

ません。

Plug-in for DB2クライアントがNetVault 
Backupサーバーに接続できません。ホス

ト・ファイル（...\etc\hosts）へNetVault 
BackupサーバーのIPアドレスとホスト情

報を追加する必要があります。

バックアップが警告と共に
完了した

バックアップ完了時にこのステータ
スが表示された場合は、ジョブに対
するNetVault Backupログ・エント

リで以下の一方または両方のメッ
セージが表示されているかを確認し
ます。

• バックアップ・レコードの
追加に失敗しました

• バックアップ・インデック
スをデータベースに書き込
むことができませんでした

これらのメッセージは、選択された
データのバックアップは完了した
が、ジョブのインデックス情報が
NetVaultデータベースに適切に追加

されなかったことを示します。この
インデックス情報が追加されていな
いと、データは正しくリストアされ
ません。

方法1：

［デバイス管理］ページを開いてバック
アップ・メディアを選択し、［スキャン］
をクリックします。NetVault Backupでは、

バックアップ・ジョブのインデックス情報
はNetVaultデータベースとバックアップ対

象メディアの双方に保存されます。このス
キャンを実行することで、インデックス情
報がNetVaultデータベースに書き込まれま

す。情報が追加されたことを確認するに
は、［ジョブ定義管理］ページを開いて対
象のジョブを見つけます。ジョブを実行で
きるようになった場合、スキャン・プロセ
スにより問題が修正されています。

方法2：

方法1が失敗した場合は、バックアップ・

ジョブを再実行します。
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選択ツリーでデータベース
を参照できない

SQL0332N － ソース・コード・ペー

ジ<codePageNumber>からターゲッ

ト・コード・ページ
<codePageNumber>への文字変換は

サポートされていません。
SQLSTATE=57017

NetVault Backupをインストールすると、シ

ステム・ロケール=US、コード・セット

=ISO8859-1、LANG=Cに設定されます。

NetVault Backupはコード・ページ「819」

を使用します。

DB2データベースは、コード・セット

「IBM-eucJP」データベースを使用して作

成されます。コード・ページは「954」で

す。

結果：このシステムは、コード・ページ
「819」から「954」を翻訳することができ

ません（互換性がないため）。この問題の
結果として、メッセージ「SQL0332N 
Character conversion from the source code 
page “819” to the target code page 
“UNKNOWN” is not supported. 
SQLSTATE=57017（ソース・コード・ペー

ジ「819」からターゲット・コード・ペー

ジ「UNKNOWN」へのSQL0332N文字変換

はサポートされていません
SQLSTATE=57017）」が表示されます。

NetVault Backupのローカライズ・バージョ

ンをインストールする場合、ローカライズ
関連のあらゆる問題を回避するため、使用
するシステムがどのロケールを実行してい
るか確認する必要があります。

リストア・ジョブが失敗す
る

DB2 Serverエラー・メッセージ

「SQL2043N Unable to start a child 
process or thread（SQL2043N － 子
処理、またはスレッドを開始できま
せん）」

データベース・タスクの処理中に要求され
た子処理またはスレッドを開始できませ
ん。処理またはスレッドを作成するための
メモリが不十分だと思われます。使用して
いないアプリケーションを閉じるかシステ
ム・リソースを増やします。使用するDB2
のバージョンを、該当バージョンに使用可
能な 新のIBM DB2フィックス・パックに

アップデートします。システム制限を拡張
するか、すでに実行中のプロセス数または
スレッド数を減らして、プロセス数または
スレッド数に対するシステム制限が限界を
超えないよう確認します。新規プロセスお
よびスレッド用に十分な仮想メモリがある
ことを確認します。リストア・ジョブを再
実行します。

テーブル・スペースのリロ
ケート完了時に、自動スト
レージ・テーブル・スペー
ス用の警告メッセージが表
示されました。

「SET TABLESPACE CONTAINERS」

コマンドは、ストレージ・テーブル
スペースに使用することはできませ
ん。

自動ストレージ・テーブルスペースに関連
するコンテナは、データベースの制御下に
あります。DB2バージョン9では、

CREATE DATABASEコマンドによって自動

ストレージが利用可能なデータベースがデ
フォルトで作成されます。ユーザーは、
テーブルスペースの作成時に自動ストレー
ジを使用するかどうか選択することができ
ます。

表1. トラブルシューティング

症状 エラー 説明または解決手段
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弊社について
弊社の社名は単なる名前ではありません
弊社は、 お客様が情報技術をよ り有効に活用できる方法を常に探し ています。 そのために、 IT 管理にかかる時間

を節約し、 ビジネスの革新に多 く の時間を費やすこ とができるよ う なソ フ ト ウ ェ ア ・ ソ リ ューシ ョ ンを コ ミ ュニ
テ ィ 主導で構築し ています。 データ ・ セン ターの近代化と ク ラウ ド の早期利用を支援し、 データ を活用し たビジ
ネスを成長させるために必要な専門知識、 セキュ リ テ ィ 、 アクセシビ リ テ ィ を提供し ます。 Quest は、 革新の一

環と し てお客様をグローバル ・ コ ミ ュニテ ィ に招き入れ、 さ らに顧客満足度を確保するために努力し ながら、 お
客様の現状に実際にイ ンパク ト を与え、 誇ら しい遺産を残すこ とができる ソ リ ューシ ョ ンを提供し続けていま
す。 弊社は新しいソ フ ト ウ ェ ア会社へと変革する こ と で現状に挑戦し ています。 弊社は、 お客様のパー ト ナーと
し て、 お客様主体でお客様に適し た情報技術を設計できるよ う に精力的に努力し ています。 これは弊社の使命で
あり、 お客様と一緒に取り組みます。 新しい Quest へよ う こそ。 お客様は、 Join the Innovation™ （革新的な世

界への参加） に招待されま し た。

弊社のブランド、弊社のビジョン。お客
様と共に。
弊社のロゴは、 革新、 コ ミ ュニテ ィ 、 サポー ト とい う弊社の主題を表し ています。 この主題の重要な部分は、 Q
とい う文字で始ま り ます。 それは完全な円であり、 技術的な正確さ と強さへの約束を表し ます。 Q 自体の中にあ

る空間は、 不足し ている構成要素 （つま り お客様） がコ ミ ュニテ ィ および新しい Quest に加わる必要がある こ

と を象徴し ています。

Questへのお問い合わせ
販売その他に関するご質問については、 www.quest.com/jp-ja を参照し て く だ さい。

テクニカル・サポート用リソース
テクニカル ・ サポー ト は、 Quest の有効な保守契約を締結し ている場合、 または試用版を保有し ている場合にご利

用いただけます。 Quest サポー ト ・ ポータル （https://support.quest.com/ja-jp） にアクセスする こ とができます。

サポー ト ・ ポータルには、 問題を自主的にすばや く 解決するために使用できるセルフヘルプ ・ ツールがあり、 24 
時間 365 日ご利用いただけます。 サポー ト ・ ポータルでは次のこ と を実行できます。

• サービス ・ リ クエス ト の送信と管理。

• ナレ ッ ジベース記事の参照。

• 製品に関するお知らせへの登録。

• ソ フ ト ウ ェ ア と技術文書のダウンロー ド。

• 入門ビデオの閲覧。

• コ ミ ュニテ ィ ・ デ ィ スカ ッ シ ョ ンへの参加。

• サポー ト ・ エンジニア とのオン ラ イ ン ・ チャ ッ ト 。

• 製品に関する支援サービスの表示。
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